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新緑が目に鮮やかな季節となりました。2026年度が

始まり， 新たな体制が徐々に定着し， 日常が落ち着きを

取り戻しつつある頃かと存じます。今月号は， 原著 5
本， 公衆衛生活動報告 1 本， 資料 1 本を掲載しておりま

す。

本号の原著は， 高齢者保健， たばこ対策， 子どもの

自尊感情の発達， 栄養格差， 女性の健康と， 多様な領域

を横断しつつ， いずれも現代の公衆衛生課題に対して実

証的な知見が提示されています。光武氏らの論文では，

後期高齢者の質問票と基本チェックリストを組み合わせ

ることで， 要介護認定リスクの高い層をより的確に抽出

できる可能性が示され， 実務に直接資する成果といえま

す。萩本氏らの論文では， 加熱式たばこの普及に伴う喫

煙行動と禁煙試行の変化が明らかにされ， たばこ対策に

おける新たな課題を提起しています。山崎氏らの論文で

は， 家庭の経済状況やヤングケアラーの影響を考慮して

もなお， 親子関係が自尊感情に強く関連することが示さ

れ， 様々な家庭環境に育つ子どもへのあらゆる支援にお

いて重要な知見といえます。阿部氏らの論文では， 勤労

世代における栄養格差について， 雇用形態や家族構成と

の関連が多面的に分析され， これまで十分に可視化され

てこなかった層の課題を明確にしています。現代社会の

多様な生活背景を踏まえた食環境整備等の検討に資する

重要な知見といえます。西尾氏らの論文では， タンポン

使用の実態や安全行動の課題が明らかにされ， リプロダ

クティブヘルスの観点から啓発の必要性を示していま

す。これらはいずれも， 個人の特性や行動， 生活環境と

健康との関連を適切な分析により丁寧に捉え， 具体的な

実践や施策へとつながる示唆を提供しています。

公衆衛生活動報告では， 健康影響予測評価（HIA）を

まちづくりに適用し， 日本版チェックリストを開発した

実践が報告されています。多様な関係者を巻き込んだ

ワークショップ形式での評価プロセスは， 全国各地で応

用可能な有用な枠組みとなることが期待されます。資料

では， 食育と歯科口腔保健の計画間の連携状況が全国規

模で整理され， 自治体間の差異や今後の支援の方向性が

示されています。

本誌では， 引き続き公衆衛生の発展に資する多様な

研究の投稿を歓迎しております。日々の実践や地域での

取り組みから得られた知見は， 学術的に共有されること

で新たな価値を創造します。また， 学会総会等での活発

な議論を契機とした論文化も期待しております。今後と

も， 本誌への積極的なご投稿を心よりお願い申し上げま

す。

 （植田紀美子）
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